
１　本年度の結果 ２　本年度の取組について

①全国学力・学習状況調査　正答率平均 ①調査から明らかになった課題

②学習環境調査　icheck　【個人の心の安全　自己肯定感×学級適応感】
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③学習環境調査　icheck　【クラスの成長力　規律と思いやり×発信力】
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④学力定着調査（Ｒ６　ＮＲＴ、Ｒ７標準学力調査）
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【全国学力・学習状況調査をうけて】
１　国語科
●間違った漢字を見つけ、正しい漢字に直せていない。
●資料を読み取り工夫を考えることができていなかった。
●自分の考えを理由を含めて記述する問題の無回答率が高かった。
２　数学科
●「数と式」「図形」では、用語の意味を確実に理解できていなかった。
●「データの活用」では、論理立てて説明することができていなかった。

３　理科
● 化学変化をモデルや化学式で表すために必要な知識が定着していない。(1(5)、５(2))
● 実験・観察をおこなう際に仮説を立て、予想される結果や、得られた結果からいえることを文
章で表現する力が低い。（１(2)、８(1)）
● 資料から情報を読み取る力や、時間的・空間的な見方・考え方が身についていない生徒が多
い。（８ (2)）

【標準学力調査をうけて】
1　国語科
●古典において現代語を手掛かりにしても読めていない。
●登場人物の言動や心情が読めていない。
２　数学科
●用語、基本的な知識の確認を行ったことで、知識・技能の定着が図れた。
●「図形」では、筋道を立てて説明することができるようになった生徒もいるが、苦手意識が強く記述できな
い生徒も多い。
３　理科
●目に見えない概念の理解が乏しい。（粒子・光）
●単位変換や少数を含む割り算、分数の足し算などの数字の概念が弱い。計算が正しくできていない。
４　英語科
●対話の流れに合った英文を書く力に課題がある。
●対話文や長文を読み取る力に課題がある。
５　社会科
●資料から情報を読み取る力に課題がある。
●自然地理の理解に課題がある。

【全国学力・学習状況調査の結果から】
１　国語科
●授業改善や語句や文法などの小テストの実施し、定着度を確認する。

２　数学科
●定期試験、単元テストで出題し、定着度の確認する。
●生徒間で、説明する場面を増やす。

３　理科
●授業改善に取り組み、小テストや定期試験で定着度を適宜確認する。

１　国語科
●漢字や語句の用法を適宜確認する。
●記述形式で解答するような問いを立てるなど発問を工夫する。

２　数学科
●授業の中で、用語の確認、発問の仕方を工夫する。
●生徒が発表する際に、その理由を理論的に説明させる場面を工夫する。
●前学年で学習した内容を、定期的に復習する。

３　理科
●授業の中で生徒が意欲的に取り組める問いの設定。
●実験・観察の際に仮説を立てたり、モデルや図、文章で表現する機会を設
ける。

１　国語科
●標準学力調査（12月）

２　算数科
●標準学力調査（１２月）

３　理科
●標準学力調査（１２月）

【標準学力調査から】
1　国語科
●資料等の工夫。
●単元ごとに適宜指示し、確認する。
２　数学科
●証明問題に限らず、説明する問題を日常的に取り入れる。
●知識・理解の内容を、定期試験や小テストで出題して、定着度を確認
する。
３　理科
●授業改善に取り組み、小テストや定期試験で定着度を適宜確認する。
４　英語科
●表現活動を設定する。
●生徒の言語表現に対してのフィードバックを工夫する。
５　社会科
●資料の読み取り方を指導し、授業で練習させる機会を設定する。

1　国語科
●登場人物同士の相関図を作成するなど、授業資料の充実。
●教科書などに書き込む内容や書き込み方を指示する。
２　数学科
●基礎的内容の中でも、説明する場面をあえてつくる。
●朝ドリルや授業の中で、全学年の内容を短時間でも取り入れる。
３　理科
●計算練習を定期的に行う時間を設ける。
●モデル、図などを多用し視覚的な表現ができる場面を多くとる。
４　英語科
●帯活動でSmall Talkに取り組み、表現する機会を設定する。
●週末課題として、文章を書く機会を設定する。
５　社会科
●授業の中で、資料の読み取り問題の解き方を解説する。

1　国語科
●標準学力調査（令和8年度）

２　数学科
●標準学力調査（令和8年度）

３　理科
●標準学力調査（令和8年度）

４　英語科
●標準学力調査（令和8年度）

５　社会科
●標準学力調査（令和8年度）
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【icheck １回目をうけて】
●学習習慣、生活習慣が身についていない生徒が多い。（１年）
●対人ストレス、学習習慣・意欲について、全国値よりも－2ポイント。（２年）
●授業の予習復習等、家庭での勉強する習慣が身についていない生徒が多い。
　 C＋D型が全国平均より＋4.1㌽多く、学級の規範意識についてのスコアが全国比－2㌽以上。
(３年）

【icheck ２回目をうけて】
●生活習慣が市内平均よりも-2.7ポイント。(１年)
●学習意欲が全国平均よりも－2.6ポイント。わからないことを明確にし、解決の手立てを教える。（２年）
●生活習慣が市内平均よりも-2.9ポイント。（３年）Ｂ
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【icheck(１回目・２回目）から】
●日々の学習課題を黒板に明示し、学年として取り組む。（１年）
●リーダー育成への取組をする。（２年）
●授業規律の向上と個に応じた課題設定（3年）

●定期的に、担任が面談を行う。進路学習を通して、学習習慣を意識させる。
（１年）
●クラスメイトと関わる場面を作る。質問教室等の個別の学力補充をする。進
路学習で目標を持たせ、勉強しやすい環境づくりを意識する。（２年）
●座席の配慮をし、授業に集中できる環境づくりを意識する。進路実現に向け
て個に応じた課題を設定し学力の定着を図る。（３年）

●次回のicheckで該当の項目が全国値±０
（１年）
●次回のicheckで該当の項目が全国値±０
（２年）
●次回のicheckで該当の項目が全国比±０
（３年）
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検証指標及び時期

1年 ２年 ３年

６月 12月 ６月 12月 ６月 12月

0.9 1.9 0.008 0.9 1.9 2.1

取組（上記課題を踏まえたもの） 具体的方策（継続して取り組めるもの）
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本年度結果
（対全国比）
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1年 ２年 ３年

　　　　　　　　令和７年度　学習分析事業　課題改善シート　三原市立第二中学校 【別紙１】

教科 国語 算数 理科

前年度結果
（対全国比）

58
（99.8）

49
（93.3） （ ）


